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受
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。
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。
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取
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と
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。
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赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動への赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動への
ご支援・ご協力ありがとうございました！ご支援・ご協力ありがとうございました！

1,215,692円 404,100円
赤い羽根共同募金 歳末たすけあい運動

　今年度、町民の皆様からお預かりしました赤い羽根共同募金は、一度北海道共同募金会へ集約された後、
翌年度に約３割が全道域を対象とした様々な福祉活動や災害支援として、約7割が当麻町で実施される地域
福祉活動の財源として活用されます。
　また、歳末たすけあい義援金は町内におられる低所得世帯、一人暮らしの高齢者世帯、ひとり親世帯合わ
せて23世帯へ歳末見舞金として12月末にお届けいたします。
　物価高騰が続く社会情勢の中、町民の皆様からの温かいご支援・ご協力を頂き、ありがとうございました。

　当麻町共同募金委員会では、当麻町限定の「寄付金付きご当地ピンバッジ」を
制作いたしました。
　500円以上募金頂いた方に1つ「でんすけくんピンバッジ」を進呈しております。
数量限定で当麻・愛別・上川・比布の「４町セット」（募金額2,000円以上）もご
用意しております。興味のある方は、是非下記事務局までお問い合わせ下さい！

（12月２日現在）

心配ごと相談のお知らせ 心配ごと相談員学習会

月　日 曜日 相　　　談　　　員　（敬称略）
令和６年12月25日 水 中　島　よし子 御　池　日出雄
令和７年１月27日 月 菅　　　克　則 橋　本　正　実
令和７年２月25日 火 安   藤  よしひこ 御　池　日出雄
令和７年３月25日 火 中　島　よし子 橋　本　正　実

※相談員は都合により変更となる場合がございますので、予めご了承下さい。
※２月 25日には、心配ごと相談と併せて「無料法律相談」を開設する予
定でおります。予約受付の開始は、有線告知放送や社協ホームページで
お知らせいたします。

　11月 25日に心配ごと相談員の資質
向上を目的とした学習会を行いました。
　今年度は上川総合振興局保健環境部社
会福祉課保護第一係　主事　東野　紗也
菜氏をお迎えし、「生活保護制度につい
て」制度の成り立ちから現在の制度概要
などについてお話を頂きました。また、
想定される様々なケースでの対応方法に
ついてもお話を伺い、有意義な学習会と
なりました。
　今後もこういった学習会を行いながら、
町民の皆様のお悩みごとを少しでも解決

へと導いて
いけるよう、
研さんを深
めて参りた
いと思いま
す。

　当会では毎月 1回心配ごと相談所を開設しています。生活上の悩
みごとや困りごとを一人で抱え込まず、まずは相談してみてください。
　相談された内容は固く守られますので、お気軽にご相談ください。
　なお、開設日以外でも相談に応じますので、事務局までご連絡く
ださい。

♦新たな心配ごと相談員のご紹介♦
　【新任】 心配ごと相談員　橋　本　正　実氏（令和６年11月29日～）

当麻町共同募金委員会
〒078-1314 当麻町４条東２丁目16番３号（農村環境改善センター内）

※当麻町以外の単品の取り扱いは、各地元共募のみとなりますので、
是非３町を巡ってみてください！

時　間

場　所

事務局

午後1時～4時まで
改善センター第2会議室
当麻町社会福祉協議会　TEL：84－5711
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　12 月２日に髙谷博之老人クラブ連合会長より、各単位クラブで 1年間取り組んできた 1円玉募金
44,806円とリングプル約29㎏を「当麻町の福祉に役立てて下さい」と、今年度も社会福祉協議会に寄付

して頂きました。
　また、「タオル1本運動」につ
いても、会員の皆様のご協力によ
り191本のタオルが集まり、11
月 21日に町内の福祉施設や保育
所など４事業所へ「毎日の介護・
保育事業に役立てて下さい」とお
届けしております。

　当麻町老人クラブ連合会主催の「第51回全町老人の集い」に併せて、「当麻町老人クラブ連合会創立60
周年記念事業」を10月30日にまとまーるにて開催しました。
　当日は、認定NPO法人シーズネット 脳活塾塾長　柿沼　英樹氏を講師にお迎えし、「体験脳活塾！」と題
して認知機能維持に効果のあるス
トレッチや簡単な穴埋め問題など
を行い、楽しみながらフレイル（虚
弱）予防について学びました。
　また、60周年記念事業として旭
笑長屋より 4名の落語家の方々に
もご出演頂き、終始笑顔の絶えない
楽しい時間を過ごすことができま
した。

　当麻町老人クラブ連合会では10月 23日に日帰りの会員研修を行い、47名の会員が参加しました。当
日は美瑛町にある「十勝岳火山砂防情報センター」を見学し、これまでの噴火災害の歴史や、災害時に対す
る各種設備等の備えや心構えにつ
いて学びました。また研修終了後
には、白金温泉街にある「森の雫
RIN」にて懇親会を行い、美味し
い料理や温泉を堪能し、終始笑い
声の絶えない楽しい時間を、たく
さんの仲間とともに心ゆくまで満
喫しました。

老人クラブ連合会

　当麻町ボランティアの会では11月 22日に、５年ぶりとなる「かた
るべの森との交流会」を実施しました。久しぶりの開催ではありました
が、当日はかたるべの森利用者・スタッフ合わせて70名の方にご参加
頂き、ボランティアの会自慢のカレーライスなどを振舞いました。会場
には利用者の方々の作品も展示しており、一緒に食事をしながら普段の
活動のお話を伺ったり、逆に利用者の方からはカレーの隠し味について
聞かれたりしながら、楽しい時間を過ごしました。

かたるべの森との交流会当麻町ボランティアの会
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令和７年　１月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ 8 ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

２月
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 23

30
24
31

３月
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
／ ／ 25 26 27 28 29

令和6年　12月
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

　12月 3日から9日までの「障害者週間」に合わせて、12月4日農村環境改善センターにて「第
27回障がい者福祉の集い」を開催しました。
　今年度は旭川大学　保健福祉学部コミュニティ福祉学科　教授　北村　典幸氏を講師に迎え、「旧
優生保護法を一緒に考える」と題して講話を頂きました。
　講話では、過去の戦時下における障がい者への迫害の歴史や、ロシアによるウクライナ侵攻によ
って新たな障がい者が生み出されているという現状、また旧優生保護法を官民が連携し推し進め、
それを受けて北海道では全国に先駆けて「不幸な子どもを生まない道民運動」が展開されていたこ
と、そして多くの障がい者が不妊手術を強制されてきた経緯について、映像なども混じえてお話し
いただきました。最後には、今日学んだ過去から現在に至るまでに起きている事を知り、障がい者
福祉を考えるきっかけにして欲しいと話されました。
　また、講演終了後には町内の4つの障がい福祉事業所の活動紹介や、展示ブース等を設置し当
町の障がい者福祉について見聞を深めました。

ふれあいサロン開催日カレンダー

　 印はサロン開設日です。○印はサロン開放日です。自由にご利用下さい。開放時間：午前10時～午後３時

ふれあい 思いやり あふれるまちづくりをめざして

「ふれあいサロン開催のお知らせ」
○開設回数→月２回（第２・第４水曜日）　　　　　
○開設時間→午前 10時～午後３時まで
○内　　容→マージャン・ボッチャ・おしゃべりなど

※その他、週に３日（月・水・金）農村環境改善センター１階
　「第３研修室」を開放しておりますので、　自由にご利用下さい。
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当麻町社会福祉協議会
〒078-1314 当麻町４条東２丁目16番３号（農村環境改善センター内）

リングプルがたくさん集まりました！
　当社協では、「当麻町役場庁舎入口」「農村環境改善セ
ンターロビー」の２カ所に、リングプルの収集ボックスを
設置しております。町民の皆様には、日頃よりたくさんの
リングプルをご提供いただき誠にありがとうございます。
　集まりましたリングプルは、車いす等の福祉用具と交換
し町民の方へ無償で貸し出し（「福祉用具貸与事業」）な
どに活用させて頂いております。詳細につきましては、社
協ホームページをご覧頂くか、当社協（84-5711）まで
直接お問い合わせください。

収集状況報告

参考：750㎏で車いす１台と交換可能

2025令和７年

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。

日 時・ 場 所

販 売 価 格

◎なお、リサイクル品の引き受けは随時行っております。物置などで眠っているスキー用品
（カービングスキー・ストック・靴の３種類）などがございましたら、当社協までご持参
いただくか、ご相談頂ければ引取りにお伺いしますので、ご協力をお願いいたします。

2025
令和７年

◎なお、令和７年版未使用のカレンダー、スケジュール帳の収集・受入れは令和７年１月10日
（金）まで行っておりますので、当社協まで直接ご持参ください。皆様のご協力をお願いします。

令和７年１月19日（日）午後１時～４時まで
農村環境改善センター　ロビー
※引き続き１月20日･21日午後１時～午後３時まで第３会議室にて販売を行います。
※無くなり次第、終了いたします。

100円～（品物のサイズにより金額は変わります）
※収益は全て「赤い羽根共同募金」へ募金させて頂き、地域福祉活動推進のための
　貴重な財源として活用させていただきます。

社協にて保管している数量（R6.11月末時点） 約85㎏
回収業者にて保管されている数量 約390㎏

合　　　計 約475㎏

スキー、ストック、スキー靴（大人用・子ども用）
※在庫状況につきましては、その都度下記事務局までお問い合わせください。

令和６年10月１日（火）～令和７年２月28日（金）まで
（土・日・祝日、年末年始を除く平日）
午前８時30分～午後４時まで　社協事務所にて受付
※休日や時間外での対応をご希望の方は、下記事務局までご相談ください。

社協に来所し、スキー用品の現物確認を行っていただいた後、所定用紙に必要事項をご記入の
上、事務局へ提出頂きます。

①スキー用品の申請は、利用者１名につき各１組までとします。
②スキー用品には限りがあります。また、ご希望のサイズ等がない場合もありますのでご理解
ください。

③リサイクル品により発生した事故・損害は一切責任を負いかねますので、ご了承ください。

引き渡し用品

引き渡し期間

注 意 事 項

申 込 方 法


